
手術が決まった　－心と体の準備は大丈夫ですか－

　

　手術や麻酔の技術の進歩により、以前は悪くなるのを待つしかなかった病気も手術で切除して治せるようになり、以前はとても手術には耐えられないとされていた高齢者や重篤な疾患を持っている方でも、手術を受けられるようになりました。
ご自分が、或いはまわりの方が手術を受ける事になった、という時に少し役に立つお話をさせていただきます。

1． 心の準備　－納得して手術を受ける－

　医師は、検査結果や手術の方法、手術の効果やリスクについて説明し、総合的に考えて手術をした方が良ければ手術を勧めますが、決定するのは患者様自身です。
非常なリスクを伴う手術を受ける場合、また手術によっては元の元気な体に戻すための手術ではなく、これ以上悪くしないための手術しかできないと言う場合もあります。
この点を納得して手術を受けないと、こんなはずではなかったという事になりつらい事です。
しかし医師からの説明を聞くときの患者様の状態は、ドキドキして頭は真っ白、家に帰って家族にもよく説明できなかったという事は良くあります。
医師の説明を聞く時は、メモ帳を忘れずに、また前もって質問を考えておくのも良いでしょう。
一人ではなく複数で聞くほうが良いと思います。そして納得できるまで聞いて下さい。それでも不安な場合は別の病院の医師に診断を仰ぐのも（セカンドオピニオン）良いと思います。

2． 体の準備

　麻酔や手術の操作で手術後は痰の量が増えます。喫煙している方はさらに痰の量が増えますが、痛みのために痰が上手く出せず、肺炎や無気肺という合併症を起こしやすくなります。
喫煙者の肺合併症は非喫煙者の6倍の割合で起こるという統計もあります。
予防は禁煙、せめて2週間前から煙草は控えてください。
高血圧や糖尿病、その他持病のある方は必ず医師にお申し出下さい。今飲んでいる薬はきちんと飲んで体調を整えておく必要があります。
但し動脈硬化のため、血管の梗塞を予防する薬の場合は、飲むのを止めていただく場合がありますので医師とよくご相談ください。
薬には1回飲まなくても良いものと、必ず飲まなくてはいけない薬があります。
飲んでいる薬は全て、医師にお知らせ下さい。
食べ物については特殊な場合を除いて制約はありません。
栄養状態は手術後の回復にも影響しますので、お腹を壊さない程度に、太らない程度に美味しい物を食べて栄養をつけて下さい。

当院で手術をお受けになる方、またご家族の方、お聞きになりたい事がありましたら、どうぞお気軽に看護師に声をおかけ下さい。


